
             調査期間      2023年3月10日（金）～ 3月12日（日）

             調査方法　    固定電話と携帯電話による電話法（ＲＤＤ追跡法）

             調査相手　    全国18歳以上   2,561人

　　　　　　　　　　              固定　784人　　　　　　　携帯  1,777人　　　

             回答数（率） 　1,227人（47.9％）　 

　　　　　　　　　　　            固定　496人（63.3％)　 携帯  731人（41.1％）

(※選択肢読み上げなし)

1． 支持する ･････････ 41.4 ％
2． 支持しない ･････････ 40.2 ％
3． わからない、無回答 ･････････ 18.4 ％

1． 政策に期待が持てるから ･････････ 7.1 ％
2． 支持する政党の内閣だから ･････････ 27.0 ％
3． 人柄が信頼できるから ･････････ 10.8 ％
4． 実行力があるから ･････････ 6.1 ％
5． 他の内閣より良さそうだから ･････････ 47.4 ％
6． その他 ･････････ 0.4 ％
7． わからない、無回答 ･････････ 1.2 ％

1． 政策に期待が持てないから ･････････ 43.2 ％
2． 支持する政党の内閣でないから ･････････ 8.7 ％
3． 人柄が信頼できないから ･････････ 8.1 ％
4． 実行力がないから ･････････ 31.8 ％
5． 他の内閣の方が良さそうだから ･････････ 5.9 ％
6． その他 ･････････ 0.2 ％
7． わからない、無回答 ･････････ 2.0 ％

2023年3月　 政治意識月例電話調査

調査の概要

問１
あなたは、岸田内閣を支持しますか。それとも支持しませんか。

問１ＳＱ１［問１で「１．支持する」の人に］（該当者）
あなたが、岸田内閣を支持する主な理由は何ですか。次の５つから１つ選んでください。（N=508件）

問１ＳＱ２［問１で「２．支持しない」の人に］（該当者）
あなたが、岸田内閣を支持しない主な理由は何ですか。次の５つから１つ選んでください。（N=493件）
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(※選択肢読み上げなし)

1． 自民党 ･････････ 36.3 ％
2． 立憲民主党 ･････････ 5.5 ％
3． 日本維新の会 ･････････ 3.7 ％
4． 公明党 ･････････ 3.7 ％
5． 共産党 ･････････ 3.1 ％
6． 国民民主党 ･････････ 1.4 ％
7． れいわ新選組 ･････････ 0.6 ％
8． 社民党 ･････････ 0.4 ％
9． 政治家女子４８党 ･････････ 0.3 ％

10． 参政党 ･････････ 0.1 ％
11． その他の政治団体 ･････････ 0.2 ％
12． 特に支持している政党はない ･････････ 38.5 ％
13． わからない、無回答 ･････････ 6.2 ％

(※選択肢読み上げなし)

1． 十分だ ･････････ 15.9 ％
2． 不十分だ ･････････ 65.8 ％
3． わからない、無回答 ･････････ 18.3 ％

1． 大いに期待している ･････････ 7.2 ％
2． ある程度期待している ･････････ 32.3 ％
3． あまり期待していない ･････････ 36.8 ％
4． まったく期待していない ･････････ 18.8 ％
5． わからない、無回答 ･････････ 5.0 ％

(※選択肢読み上げなし)

1． 続けるべき ･････････ 24.3 ％
2． 続ける必要はない ･････････ 11.2 ％
3． どちらともいえない ･････････ 53.6 ％
4． わからない、無回答 ･････････ 10.9 ％

1． 大いに評価する ･････････ 7.9 ％
2． ある程度評価する ･････････ 41.6 ％
3． あまり評価しない ･････････ 31.9 ％
4． まったく評価しない ･････････ 11.1 ％
5． わからない、無回答 ･････････ 7.5 ％

問６
岸田総理大臣は、今年の春闘で、物価上昇率を超える賃上げを実現するよう、経済界に協力を求めて
います。あなたは、賃上げに向けた政府の取り組みを、評価しますか。評価しませんか。次の４つから１
つ選んでください。

問５
日銀の次の総裁に就任する経済学者の植田和男氏は、現在の大規模な金融緩和について、継続する
ことが適切だとしています。あなたは、金融緩和を続けるべきだと思いますか。続ける必要はないと思い
ますか。それともどちらともいえませんか。

問２
今、あなたは、何党を支持していますか。支持している政党の名前を、１つだけおっしゃってください。

問３
あなたは、防衛費の増額についての政府の説明が、十分だと思いますか。不十分だと思いますか。

問４
岸田総理大臣は、将来的な子ども予算の倍増を掲げる一方、「数字ありきではない」として、まず政策を
整理し、大枠を示すとしています。あなたは、政府の少子化対策に期待していますか。期待していませ
んか。次の４つから１つ選んでください。
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(※選択肢読み上げなし)

1． 賛成 ･････････ 37.1 ％
2． 反対 ･････････ 41.9 ％
3． わからない、無回答 ･････････ 21.0 ％

1． 大いに評価する ･････････ 17.0 ％
2． ある程度評価する ･････････ 36.3 ％
3． あまり評価しない ･････････ 22.7 ％
4． まったく評価しない ･････････ 11.2 ％
5． わからない、無回答 ･････････ 13.0 ％

(※選択肢読み上げなし)

1． 賛成 ･････････ 66.3 ％
2． 反対 ･････････ 15.5 ％
3． わからない、無回答 ･････････ 18.3 ％

1． 十分だと思う ･････････ 3.8 ％
2． 不十分だと思う ･････････ 37.1 ％
3． 男女の割合は問題ではない ･････････ 51.2 ％
4． わからない、無回答 ･････････ 7.9 ％

1． 生かせている ･････････ 8.6 ％
2． どちらかといえば生かせている ･････････ 35.9 ％
3． どちらかといえば生かせていない ･････････ 32.4 ％
4． 生かせていない ･････････ 13.4 ％
5． わからない、無回答 ･････････ 9.8 ％

問１１
東日本大震災の発生から今月１１日で１２年となります。あなたがお住まいの自治体では、震災の教訓
を防災対策に生かせていると思いますか。生かせていないと思いますか。次の４つから１つ選んでくださ
い。

問７
原子力発電を最大限活用するため、政府は、最長６０年とされている原発の運転期間を、実質的に延
長できる法案を閣議決定しました。この法案にあなたは、賛成ですか。反対ですか。

問８
太平洋戦争中の「徴用」をめぐる問題で、韓国政府は、裁判で賠償を命じられた日本企業に代わって、
韓国政府の傘下にある財団が支払いを行う、とする解決策を発表しました。あなたは、これを評価しま
すか。評価しませんか。次の４つから１つ選んでください。

問９
北朝鮮による拉致被害者の早期帰国を実現するため、政府は、人道支援を含め、あらゆる選択肢を排
除せずに対応していく方針です。あなたは、これに賛成ですか。反対ですか。

問１０
４年に１度の統一地方選挙が、来月行われます。地方議会の女性議員の割合は、全体で１５％程度と
なっていますが、この割合についてどう思いますか。次の３つから１つ選んでください。
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1． 男性 ･････････ 54.2 ％
2． 女性 ･････････ 45.8 ％

1． 18・19歳 ･････････ 1.5 ％
2． 20～29歳 ･････････ 4.9 ％
3． 30～39歳 ･････････ 7.5 ％
4． 40～49歳 ･････････ 13.7 ％
5． 50～59歳 ･････････ 15.3 ％
6． 60～69歳 ･････････ 16.2 ％
7． 70歳以上 ･････････ 34.8 ％
8． 無回答 ･････････ 6.1 ％

1． 農林漁業 ･････････ 2.5 ％
2． 自営業 ･････････ 9.8 ％
3． 勤め人 ･････････ 36.0 ％
4． 主婦・主夫 ･････････ 14.6 ％
5． 無職 ･････････ 28.3 ％
6． 学生 ･････････ 2.9 ％
7． その他、無回答 ･････････ 5.9 ％

1． 北海道 ･････････ 3.9 ％
2． 東北 ･････････ 6.8 ％
3． 北関東 ･････････ 10.3 ％
4． 南関東 ･････････ 11.8 ％
5． 東京 ･････････ 10.4 ％
6． 北陸信越 ･････････ 6.7 ％
7． 東海 ･････････ 11.5 ％
8． 近畿 ･････････ 13.9 ％
9． 中国 ･････････ 7.2 ％

10． 四国 ･････････ 2.4 ％
11． 九州 ･････････ 10.8 ％
12． 無回答（携帯） ･････････ 4.2 ％

1． 特別区と人口１００万以上の市 ･････････ 22.6 ％
2． 人口３０万以上の市 ･････････ 18.8 ％
3． 人口１０万～３０万未満の市 ･････････ 21.9 ％
4． 人口５万～１０万未満の市町村 ･････････ 14.0 ％
5． 人口５万未満の市町村 ･････････ 13.6 ％
6． 無回答 ･････････ 9.0 ％

都市規模

性別

年層

職業

地域
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